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「動体視力」とは何か 
―静視力・瞬間視力・注意の範囲・眼球運動制御との関連性― 

042G021 河角絵美・042G075 村上麻衣子 
 

問題と研究目的 
 私達は様々な感覚器官を通じて外界の情報を得ることで日

常生活を行っている。視覚は，多くの情報を得ることができ，

その情報を判断することで素早く行動することが出来る点で

有用である。実際，人においては視覚は特に重要な役割を担

っており，外界からの情報の 80％を視覚によって得ていると

いわれる。 
 視覚の能力である視力には，静視力（SVA）と動体視力

（DVA）がある。静視力は，ランドルト環を用いた視力検査

で測定されるもので，静止対象に対する目の解像力を反映す

るものである。それに対し，動体視力は，動いているものを

捉え，追視する能力であり，静視力とは異なった側面をもつ。

動体視力は，スポーツや交通の分野で重要視されているが，

心理学的には，まだ十分にその特性が分かっておらず，数値

化された測定方法がない。 
 本研究では，まず実験１において，動体視力を反映すると

考えられる回転視力検査盤を開発し，運動刺激に対する視力

を測定する。また，動体視力との関連が想定される静視力，

瞬間視力，注意の範囲といった能力指標についても測定し，

それらの相互関連性を検討する。また，実験２では，高い動

体視力のために重要と一般に言われている眼球運動や注意制

御能力の測定を行う。これらの結果をもとに，動体視力がど

のような視覚的能力によって構成されるのかを考察する。 
 

実験１ 
目 的 
 本実験では，動体視力を検査するための回転視力検査盤を

作成し，それを用いて，動体に対する視力（VDA）を測定す

る。また，動体視力との関連が予想される静視力や瞬間視力，

注意の範囲に関する課題も行い，これらの結果の相関分析を

もとに，動体視力がどのような視覚能力を測定しているのか

を探る。 
 
方 法 
 実験参加者 比治山大学に在籍する 19～22 歳の学部学生

24 名と 46 歳の教員１名の計 25 名が本実験に参加した。なお，

日頃からコンタクトレンズや眼鏡を使用している参加者には，

普段通りに着用してもらい，実験を行った。 

 装置 パーソナルコンピュータ，17 インチデジタル液晶デ

ィスプレイ，17 インチアナログ CRT ディスプレイ，および

D/A コンバータを使用した。 

 手続き 瞬間視力と注意の範囲に関する実験では，観察距

離を 57cm とし，また，ディスプレイが見えやすく，実験に集

中出来るように室内を暗くし最低限の明かりを点けて行った。

回転視力検査盤による動体視力の測定と静視力の測定におい

ては，通常の蛍光灯による照明下の実験室内で実験を行った。

回答を入力してもらう実験では，それぞれキーボードやマウ

スを使用するように教示した。また，必要に応じて，実験内

容や実験時間に関する説明を加えた。 

 《動体視力検査》 動体視力のトレーニングに用いられる

“シャーマン・スポーツビジョン・ディスク”（Seiderman & 
Schneider, 1993）に類似した動体視力検査装置を開発した。装

置は，４種類の運動半径×４種類の大きさのひらがな文字が

書かれた視力盤を 100rpm の速度で回転させるものであった。

制限時間を３分間に設定し，参加者には確実に読み取れた文

字を口頭で報告してもらい，それを実験者が記録した。 
 《静視力検査》 視力の個人差をより精密に測定する目的

で，パーソナルコンピュータとデジタル液晶ディスプレイを

用いた視力検査プログラムを開発して実験を行った。観察距

離を５m にし，ランドルト環の隙間の方向を，キーボードの

テンキー２・４・６・８を使って回答，分からない場合には

テンキーの５を入力するように教示した。呈示されるランド

ルト環は，500×500 ピクセル（隙間の大きさは 100 ピクセル）

にあらかじめオーバーサンプリングしたものを平均化するこ

とで縮小表示し，エイリアシングが生じないようにした。階

段法で 10 回の反応転換で終了するように設定した。最初の２

回を除く，８回の反応転換点を平均して閾値を求めた。 

 《瞬間視力検査》 CRT画面上に６桁の数字を瞬間呈示し，

それを読み取ることのできる最短の時間（認知閾）を測定し

た。刺激の呈示時間は最短で 16.7ms に設定した。刺激の残像

が残らないように，前後にマスク刺激としてランダムドット

を呈示した。階段法で 10 回の反応転換で終了するように設定

し，最初の２回を除く８回の反応転換点を平均して閾値とし

た。 
 《注意の範囲検査》 大山（1982）が用いた知覚の範囲課

題を用いて，参加者がどれだけの対象に同時に注意を向ける

ことができるかを測定した。刺激個数は４～13 個とし，各 10
試行を恒常法によってランダムに呈示，計 100 試行を行った。

実験の結果，参加者が何個までをひと目で数えることができ

たかを，最小二乗法による直線回帰法を用いて測定した。 
 

結果と考察 
 25 名の参加者から得られた動体視力（DVA），静視力（SVA），

瞬間視力（VRT），注意の範囲（ASPAN）の測定値について，

ピアソンの相関係数による分析を行なった（表１）。 
 その結果，動体視力と瞬間視力，動体視力と注意の範囲，

瞬間視力と注意の範囲の間にそれぞれ有意な相関が認められ

た。それに対して，静視力は，動体視力，瞬間視力，注意の

範囲のいずれとも有意な相関を示さなかった。 
 

表１ 各実験課題で測定された視覚能力間の相関係数 
 ＤＶＡ ＳＶＡ ＶＲＴ ＡＳＰＡＮ 

ＤＶＡ 1.000 -.031 -.498* .510** 

ＳＶＡ -.031 1.000 -.193 -.041 

ＶＲＴ -.498* -.193 1.000 -.506** 

ＡＳＰＡＮ .510** -.041 -.506** 1.000 

 
 次に，動体視力，瞬間視力，注意の範囲の間に有意な相関

が見られたことから，本実験で測定した４つの視覚能力につ

いて，主成分分析を適用した（表２）。 
 

表２ 主成分分析の結果（主成分の負荷量） 
 成分 

１ ２ 

DVA 

SVA 

VRT 

ASPAN 

.812 

.099 

-.824 

.816 

-.167 

.973 

-.227 

-.182 
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 主成分分析の結果，２つの主成分が認められた。第１主成

分は，動体視力，瞬間視力，注意の範囲に対し .812 以上の高

い負荷量をもっていた。それに対し，第２主成分は，静視力

に .973 という高い負荷量をもつ一方，他の３者に対する負荷

量は極めて小さかった。このようなことから，第１主成分は

動的な視覚能力を代表するものであり，第２主成分は静的な

視覚能力を代表するものと考えられた。 
 

実験２ 
目 的 
 実験１で行った４つの視覚検査の結果，動的な視覚能力と

静的な視覚能力の２つの成分が検出された。認められた動的

な視覚能力は，参加者の眼球運動制御や注意制御の個人差を

反映したものだろうか。実際，回転視力盤の文字を読み取ろ

うとしているときの眼は，盤の回転運動方向に追視やサッカ

ード（急速眼球運動）を試みているように見られた。そこで，

実験２では，眼球や注意の移動制御に関する能力を反映する

と考えられる２つの課題を行った。 
 
方 法 
 実験参加者 実験１の第１主成分得点の高かった５名の参

加者と，低かった５名の参加者に実験２への協力を依頼した。

その結果，低かった参加者１名を除くすべての参加者から実

験への協力が得られた。 
 装置 パーソナルコンピュータおよび 15 インチ液晶ディ

スプレイ，17 インチ CRT ディスプレイ，および，眼球運動

記録装置としてアイマークレコーダ（ナック）を使用した。 
 手続き 視野周辺へのサッカード運動を調べる眼球運動検

査と，視覚探索課題を用いて視線および注意による視覚走査

の速度を調べる視覚探索検査の２課題を行った。 

 《眼球運動検査》 液晶ディスプレイ上に出現する光点刺

激を追視してもらった。刺激は中心から上下左右ランダムに

仮現運動によって運動するものであり，計 40 試行行った。参

加者の視線が画面中央の刺激位置から周辺にサッカード運動

する様子を，刺激の移動後の時間に伴う視線移動を加算平均

することで調べた。 

 《視覚探索検査》 吉田（1993）の視覚探索課題を用いた。

実験は，刺激項目数３水準（4, 8, 16）と，ターゲットの有無

２水準のそれぞれの組み合わせについて 10 試行ずつ，全部で

60 試行行った。刺激を走査するのに１項目あたり何 ms かか

っているかを求め，それを視覚探索における眼球および注意

の移動による視覚走査の速さを表す指標として用いた。 

 
結果と考察 
 第１主成分得点が高い参加者（P1～P5）と低い参加者（N3，
N5）の視野周辺へのサッカード運動の様子は図１に示すよう

な結果となった。 
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図１. 眼球運動検査 

 
 実験の結果，動的な視覚能力の高い参加者５名と低い参加

者２名には明確な差がなかった。どの参加者においても，刺

激に対する単純な眼球の移動に刺激呈示後 200 ms 程度の時

間を要していた。 
 次に，視覚探索課題の結果から，得られた反応時間をもと

に，１項目の刺激を調べるのにどの程度時間がかかっている

か（探索勾配）を求め，図２に参加者ごとに示した。 
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図２. 視覚探索課題における探索勾配 

 
 この指標でも，動体視力検査が得意な参加者 5 名と不得意

な参加者 4 名の間に差はなかった。つまり，動的な視力検査

の得意・不得意は，眼球運動の制御や注意の移動制御の能力

とは関係がなく，別の要因が関連していることが考えられた。 
 

総合考察 
 本研究は，動体視力に必要であるとされている静視力・瞬

間視力・注意の範囲・眼球運動制御等の測定を行い，動体視

力がどのような視覚的能力によって構成されるのかを検討す

ることを目的とした。 
 実験１において，動体視力と静視力に相関がみられなかっ

たのは，回転視力盤という，平面上を動く対象に対する動体

視力（DVA）を測定したからであると考えられる。遠くから

近くへと移動する物体を見る能力（KVA）と静視力は高い相

関があると言われているが，本研究の結果からは，DVA と静

視力の間には相関が無いということが分かった。KVA と DVA
は同じ動体視力だが，異なった要因を必要とする別の視機能

であると考えられる。 
 実験２では，眼球運動制御の能力を調べるために行った眼

球運動検査と視覚探索検査において，主成分得点が高い参加

者と低い参加者の間に明確な差が見られなかったことから，

実験１の動的な視力検査で測定された能力は，眼球運動や注

意走査の能力を反映するものではないと考えられた。 
 本研究で得られた動的視覚能力は，眼球運動制御の能力と

は独立したものであったと考えられる。この成分が，短期視

覚貯蔵の影響を受けやすい注意の範囲課題にも共通していた

ことを踏まえれば，本研究で測定した動的能力には，おそら

く，視空間的ワーキングメモリのスパンやそれに対する中央

制御部の能力が関係しているのではないかと考えられる。 
 以上，本研究を要約すると，回転視力盤で測定された動体

視力は，瞬間視力と，注意の範囲と相互に関連した視覚能力

であることが検証された。一方，スポーツビジョンなどの領

域では，眼球運動制御の能力が動体視力と大きく相関すると

言われてきたが，本研究の結果からは，眼球運動能力検査や

視覚探索において個人差が出なかったことから，眼球運動制

御は動体視力とはさほど関係していないものだと考えられた。 
 



<<

  /ASCII85EncodePages false

  /AllowTransparency false

  /AutoPositionEPSFiles true

  /AutoRotatePages /None

  /Binding /Left

  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)

  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)

  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CannotEmbedFontPolicy /Error

  /CompatibilityLevel 1.4

  /CompressObjects /Tags

  /CompressPages true

  /ConvertImagesToIndexed true

  /PassThroughJPEGImages true

  /CreateJobTicket false

  /DefaultRenderingIntent /Default

  /DetectBlends true

  /DetectCurves 0.0000

  /ColorConversionStrategy /CMYK

  /DoThumbnails false

  /EmbedAllFonts true

  /EmbedOpenType false

  /ParseICCProfilesInComments true

  /EmbedJobOptions true

  /DSCReportingLevel 0

  /EmitDSCWarnings false

  /EndPage -1

  /ImageMemory 1048576

  /LockDistillerParams false

  /MaxSubsetPct 100

  /Optimize true

  /OPM 1

  /ParseDSCComments true

  /ParseDSCCommentsForDocInfo true

  /PreserveCopyPage true

  /PreserveDICMYKValues true

  /PreserveEPSInfo true

  /PreserveFlatness true

  /PreserveHalftoneInfo false

  /PreserveOPIComments true

  /PreserveOverprintSettings true

  /StartPage 1

  /SubsetFonts true

  /TransferFunctionInfo /Apply

  /UCRandBGInfo /Preserve

  /UsePrologue false

  /ColorSettingsFile ()

  /AlwaysEmbed [ true

  ]

  /NeverEmbed [ true

  ]

  /AntiAliasColorImages false

  /CropColorImages true

  /ColorImageMinResolution 300

  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleColorImages true

  /ColorImageDownsampleType /Bicubic

  /ColorImageResolution 300

  /ColorImageDepth -1

  /ColorImageMinDownsampleDepth 1

  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeColorImages true

  /ColorImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterColorImages true

  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /ColorACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /ColorImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000ColorACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000ColorImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasGrayImages false

  /CropGrayImages true

  /GrayImageMinResolution 300

  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleGrayImages true

  /GrayImageDownsampleType /Bicubic

  /GrayImageResolution 300

  /GrayImageDepth -1

  /GrayImageMinDownsampleDepth 2

  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeGrayImages true

  /GrayImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterGrayImages true

  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /GrayACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /GrayImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000GrayACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000GrayImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasMonoImages false

  /CropMonoImages true

  /MonoImageMinResolution 1200

  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleMonoImages true

  /MonoImageDownsampleType /Bicubic

  /MonoImageResolution 1200

  /MonoImageDepth -1

  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeMonoImages true

  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode

  /MonoImageDict <<

    /K -1

  >>

  /AllowPSXObjects false

  /CheckCompliance [

    /None

  ]

  /PDFX1aCheck false

  /PDFX3Check false

  /PDFXCompliantPDFOnly false

  /PDFXNoTrimBoxError true

  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true

  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXOutputIntentProfile ()

  /PDFXOutputConditionIdentifier ()

  /PDFXOutputCondition ()

  /PDFXRegistryName ()

  /PDFXTrapped /False



  /CreateJDFFile false

  /Description <<



    /BGR <>

    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>

    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>

    /CZE <>

    /DAN <>

    /DEU <>

    /ESP <>

    /ETI <>

    /FRA <>

    /GRE <>



    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)

    /HUN <>

    /ITA <>

    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>

    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>

    /LTH <>

    /LVI <>

    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)

    /NOR <>

    /POL <>

    /PTB <>

    /RUM <>

    /RUS <>

    /SKY <>

    /SLV <>

    /SUO <>

    /SVE <>

    /TUR <>

    /UKR <>

    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)

  >>

  /Namespace [

    (Adobe)

    (Common)

    (1.0)

  ]

  /OtherNamespaces [

    <<

      /AsReaderSpreads false

      /CropImagesToFrames true

      /ErrorControl /WarnAndContinue

      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false

      /IncludeGuidesGrids false

      /IncludeNonPrinting false

      /IncludeSlug false

      /Namespace [

        (Adobe)

        (InDesign)

        (4.0)

      ]

      /OmitPlacedBitmaps false

      /OmitPlacedEPS false

      /OmitPlacedPDF false

      /SimulateOverprint /Legacy

    >>

    <<

      /AddBleedMarks false

      /AddColorBars false

      /AddCropMarks false

      /AddPageInfo false

      /AddRegMarks false

      /ConvertColors /ConvertToCMYK

      /DestinationProfileName ()

      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK

      /Downsample16BitImages true

      /FlattenerPreset <<

        /PresetSelector /MediumResolution

      >>

      /FormElements false

      /GenerateStructure false

      /IncludeBookmarks false

      /IncludeHyperlinks false

      /IncludeInteractive false

      /IncludeLayers false

      /IncludeProfiles false

      /MultimediaHandling /UseObjectSettings

      /Namespace [

        (Adobe)

        (CreativeSuite)

        (2.0)

      ]

      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK

      /PreserveEditing true

      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged

      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile

      /UseDocumentBleed false

    >>

  ]

>> setdistillerparams

<<

  /HWResolution [2400 2400]

  /PageSize [612.000 792.000]

>> setpagedevice



